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平成２０年度 第３回・土木工学グループ運営委員会 議事録 

 
[日 時 ] 平成２０年１０月１１日（土）   １１：３０～１３：３０  

[場所 ] 私立大学情報教育協会・事務局会議室  

[委員出欠 ] 塩見委員 、 小島委員 、 北詰委員   [  ：出席者 ]  

[事務局出欠 ] 井端事務局長 、 森下 、 恩田   [  ：出席者 ]  

 

１．  報告事項 

（１）土木工学固有の学士力に関する第３者アンケート結果の報告 

事務局から、前回の会議で整理された「土木工学系における学士力（第１案）」につ

いて、第３者（サイバーＦＤ研究者）へ照査依頼をかけた結果（以下、アンケート結果）

が報告された（別添配付資料参照）。  

さらに、委員が個別に関係者へ照査依頼をかけた結果について報告がなされた（別添、

配布資料参照）。  

これらの報告をもとに、「土木工学系における学士力」に関する「最終案」をとりま

とめるために、第３回委員会の審議に移行した。 

 

２．審議事項 

（１）土木工学固有の学士力について 

 ３名の委員と事務局の間で、「土木工学系における学士力」に関する「第１案」の内

容と、アンケートにおいて指摘された内容について対比しつつ、入念に文面の修正作業

を進めた。修正にあたっては、「土木工学固有」の学士力を簡潔に表現できているか否

かについて留意して検討を進めた。 

整理項目は、前回までの委員会で審議・承認された以下の４項目である。検討の結果、

「最終案（別添、資料参照）」をとりまとめるに至った。 

＜整理項目＞ 

①知識・理解 

②汎用的技能 

③態度・志向性 

④統合的な学習経験と創造的思考力 

 

（３）今後の対応 

事務局から次回の委員会（第４回：年度内実施予定）において、次年度の活動計画等

について、事務局から説明予定であることが報告された。 

 

３．その他 

 前回保留となった案件として、「土木工学」そののもの定義について簡潔にまとめ、



最終案の資料に追加してはどうかとの意見が出された。 

審議の結果、まずは本委員会に与えられた課題の提示を優先することとし、「土木工

学」の定義文を付与するか否かについては、しばらく保留として、今後、事務局側で検

討することとなった。 

 

４．次回委員会予定 

第４回土木工学グループ運営委員会は、年度内に実施予定である旨、事務局から報告

があった。  

日時：未定  

場所：私立大学情報教育協会・事務局会議室  

 

 

 


